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令和７年度当初予算　
予算審査特別委員会
一般質問
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３月定例会

◎依存財源

　
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の

11
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
副
村
長
の
選
任
１
件
、
人
権
擁
護
委
員

推
薦
の
諮
問
２
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
14
件
、
令
和

６
年
度
補
正
予
算
６
件
、
令
和
７
年
度
各
種
会
計
当
初
予
算
６

件
、
議
員
発
議
条
例
改
正
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
た
。

歳入
47億3,000万円

一般会計 47億3,000万円

自主財源（％） 依存財源（％）

58.7

57.0

59.8

57.6

52.9

41.3

43.0

40.2

42.4

47.1

令和７年度

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度

自主財源比率が59％に

（41.3％） （58.7％）

自

源

財

存

依

源

財

主

村税
17億1,294万円
36.2%

繰入金
8億4,509万円
17.9%

使用料及び手数料など
2億2,004万円　4.6%

地方交付税
5億6,000万円
11.8%

国庫支出金
6億32万円
12.8%

村債
1億4,250万円　3.0%

県支出金
2億4,240万円　5.1%

地方譲与税など
4億671万円　8.6%

国や県からの交付金や補助金で、
他に依存するお金です。

◎自主財源
村が独自に確保できるお金です。
この割合が高いほど、自主的な予
算運営がしやすくなります。

答

おおひら議会だより （２）第204号（令和７年４月24日）



当初
予算

◆　主な実施事業　◆

全会一致で可決

自主財源比率が59％に

歳出
47億3,000万円

民生費
10億9,084万円
23.1%

総務費
8億9,305万円
18.9%

土木費
7億6,022万円
16.1%

教育費
4億8,961万円
10.4%

衛生費
3億9,380万円
8.3%

公債費
3億7,322万円
7.9%

消防費
2億4,691万円
5.2%

商工費
1億6,209万円　3.3%

農林水産業費
1億3,215万円　2.8%

議会費　9,406万円　2.0% 災害復旧費など
9,405万円　2.0%

493万円

地域おこし協力隊

特産品開発やふるさと納税業

務の協力隊員を募集する。

3,781万円

デマンド型交通

車両を３台とし、外部委託方

式で本格運行に移行する。

1億1,200万円

五反田北住宅解体

老朽化している五反田北住宅

１号棟を解体する。

1億6,810万円
尾西２号線、五反田団地線、

沓掛団地線、平場線の新設改

良舗装工事。

村道新設改良

1,396万円
ホームページをリニューアル

し、内容の充実を図る。

公式ホームページ
SNSの活用

8,024万円

企業立地促進奨励金

村内の誘致企業５社へ奨励金

を交付する。

（３） おおひら議会だより 第204号（令和７年４月24日）
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解体される五反田北住宅１号棟

問
　
五
反
田
北
住
宅
１
号
棟
の

解
体
費
と
そ
の
財
源
は
。
ま
た

解
体
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

｠

答
　
解
体
費
用
は
１
億
１
２
０

０
万
円
で
、
財
源
は
国
交
付
金

を
活
用
し
て
補
助
率
２
分
の
１

で
あ
る
。
６
月
ま
で
に
工
事
仮

契
約
を
締
結
し
、
７
年
度
末
ま

で
に
完
了
し
た
い
。｠

問
　
住
宅
解
体
工
事
後
の
跡
地

は
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答
　
敷
地
面
積
は
約
２
２
０
０

㎡
で
あ
る
が
、
五
反
田
・
亀
岡

地
区
計
画
区
域
内
で
も
あ
る
の

で
住
宅
地
と
し
て
整
備
を
考
え

て
い
る
。

問
　
施
政
方
針
で
農
家
に
ハ
ウ

ス
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う
が

予
算
の
具
体
的
内
容
は
。

　｠答
　
農
業
用
ハ
ウ
ス
１
件
分
30

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

問
　
ハ
ウ
ス
設
置
に
は
１
０
０

万
円
は
か
か
る
の
で
、
30
万
円

で
は
不
足
で
は
な
い
か
。

　｠答
　
Ｊ
Ａ
と
共
催
事
業
な
の
で

再
検
討
し
た
い
。

予 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　令和７年度各種会計の予算を審査するため、
予算審査特別委員会（委員長佐々木金彌）が５
日間にわたり開かれた。

のお金はどう使うか村

五
反
田
北
住
宅
解
体

　特別委員会では各課などに質疑を行い、審議
した結果、全会計とも「可決すべき」と決定
し、３月14日の本会議で議長に報告した。

答 問答 問
農
業
施
策

答 問

答 問

答
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更新された配送車と給食センター

問
　
学
校
給
食
費
が
無
償
化
に

な
っ
て
い
る
が
、
村
負
担
の
経

費
は
。

｠

答
　
食
材
費
の
高
騰
に
よ
り
７

年
度
か
ら
給
食
単
価
を
小
学
校

３
２
０
円
、
中
学
校
４
０
０
円

に
改
定
す
る
予
定
で
、
賄
い
材

料
費
の
内
３
３
３
５
万
円
が
村

負
担
分
で
あ
る
。

　問
　
給
食
配
送
車
が
更
新
さ
れ

た
が
車
庫
は
整
備
し
な
い
の
か
。

｠

答
　
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
車

庫
が
あ
っ
た
が
、
現
セ
ン
タ
ー

に
は
当
初
か
ら
車
庫
は
な
い
が
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
大
衡
塾
は
開
始
し
て
４
年

目
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。｠

答
　
令
和
３
年
度
ス
タ
ー
ト
時

は
小
中
児
童
生
徒
１
１
９
名
で
、

令
和
６
年
度
は
１
５
１
名
に
増

え
て
い
る
。

　
学
習
内
容
の
理
解
も
高
ま
り
、

検
証
は
難
し
い
が
、
各
種
テ
ス

問
　
新
規
事
業
と
し
て
奨
学
金

の
返
還
支
援
補
助
制
度
を
創
設

す
る
が
、
該
当
者
の
見
込
み
は

あ
る
の
か
。

｠

答
　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
で
、

村
内
に
新
た
に
住
民
登
録
す
る

等
の
条
件
に
該
当
す
る
奨
学
金

返
還
者
を
対
象
と
す
る
。

　
該
当
者
は
把
握
し
て
い
な
い

が
５
人
分
を
計
上
し
て
い
る
。

　問
　
奨
学
資
金
は
従
来
か
ら
村

独
自
の
貸
与
制
度
も
あ
る
が
、

そ
の
返
還
者
も
対
象
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

｠

答
　
現
在
の
村
奨
学
資
金
は
教

育
施
策
で
あ
り
、
新
た
な
補
助

制
度
は
移
住
定
住
支
援
策
と
し

て
実
施
す
る
。

ト
の
結
果
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
。

のお金はどう使うか村

学
校
給
食

学
力
向
上
対
策

奨
学
金
返
還
補
助

答 問答 問

答 問答 問

答 問
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代替バス（大衡古川間）

バリアフリー化される大瓜下集会所

問
　
両
団
体
へ
の
村
補
助
金
の

推
移
と
委
託
業
務
の
内
容
は
。

｠

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
は
２
５
８
０
万
円
で
職
員

の
人
件
費
５
名
分
で
あ
る
。

　
委
託
業
務
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
３
名
分
の
人

件
費
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
２
名
分
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
と
し
て
４
名
分
の

人
件
費
を
村
か
ら
支
出
し
て
い

る
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補

助
金
は
１
３
０
０
万
で
、
従
事

者
３
名
の
人
件
費
で
あ
る
。

問
　
大
瓜
下
集
会
所
改
修
は
地

区
負
担
が
あ
る
の
か
。

｠

答
　
大
瓜
下
集
会
所
の
み
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

地
区
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
全

額
村
負
担
で
行
う
。

問
　
愛
護
作
業
の
委
託
方
式
や

料
金
の
算
定
基
準
は
。
使
途
は

各
地
区
の
判
断
で
で
き
る
の
か
。

｠

答
　
県
か
ら
村
で
委
託
契
約
を

受
け
て
、
村
河
川
愛
護
会
に
一

括
委
託
し
、
さ
ら
に
各
地
区
に

分
担
す
る
も
の
。
委
託
料
は
各

地
区
の
河
川
延
長
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
れ
る
。

　
使
途
は
地
区
の
裁
量
で
作
業

賃
金
等
に
支
払
い
が
出
来
る
。

問
　
代
替
バ
ス
（
大
衡
古
川

間
）
は
以
前
も
利
用
状
況
に
よ

り
、
便
数
の
見
直
し
等
の
改
善

を
指
摘
し
た
が
予
算
に
反
映
は

し
て
い
る
の
か
。

｠

答
　
１
日
の
利
用
者
数
も
20
人

前
後
で
比
較
的
多
い
と
思
わ
れ

る
が
詳
細
な
分
析
は
し
て
い
な

い
。

　
予
算
は
大
崎
市
86
％
、
大
衡

村
14
％
の
負
担
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
検
討
を
し
た
い
。

予 算 審 査
特別委員会

社
会
福
祉
協
議
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

大
瓜
下
集
会
所
改
修

河
川
愛
護
作
業

代
替
バ
ス
運
行

答

答 問

答 問

答 問

答 問

おおひら議会だより （６）第204号（令和７年４月24日）



月１回になる役場窓口延長

問
　
Ｓ
Ｃ
は
高
齢
者
の
就
業
機
会
と
社
会
参
加
な

ど
を
目
的
に
設
立
の
公
益
的
・
公
共
的
な
団
体
で
、

受
託
事
業
収
益
と
補
助
金
で
運
営
の
財
政
援
助
団

体
で
あ
る
。

　
村
補
助
金
は
令
和
６
年
度
か
ら
１
３
０
０
万
円

と
し
、
７
年
度
も
同
額
と
な
っ
た
。
安
定
し
た
事

業
運
営
の
た
め
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
分
を
反
映

さ
せ
、
積
上
げ
積
算
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
収
入
の
不
足
額
を
補
助
金
と
し
て
お
り
、
人

件
費
や
物
価
高
騰
等
に
よ
る
経
常
費
用
が
上
昇
し

た
際
に
は
、
適
正
な
支
援
を
し
て
い
く
。

問
　
Ｓ
Ｃ
の
給
与
規
定
は
財
源
不
足
か
ら
改
定
が

遅
れ
て
お
り
、
村
に
準
じ
た
改
定
に
必
要
な
経
費

も
積
算
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
給
与
規
定
は
Ｓ
Ｃ
の
理
事
会
で
決
め
る
こ
と

で
、
協
議
し
適
正
な
積
算
に
努
め
る
。

　
事
業
持
続
の
た
め
役
場
庁
舎
等
の
清
掃
業
務
も

Ｓ
Ｃ
委
託
と
す
る
な
ど
、
総
合
的
に
協
議
調
整
し

進
め
て
い
く
。

問
　
昨
年
か
ら
協
力
隊
員
を
募

集
し
て
い
る
が
応
募
状
況
や
待

遇
は
。

答
　
募
集
し
て
い
る
が
、
未
だ

決
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
引

き
続
き
募
集
し
て
い
き
た
い
。

　
報
酬
は
月
額
給
料
の
ほ
か
通

勤
手
当
、
住
宅
借
上
料
、
自
動

車
借
上
料
等
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
庁
内
の
時
間
外
窓
口
延
長

業
務
を
７
年
度
か
ら
回
数
を
変

更
す
る
計
画
だ
が
理
由
は
。

｠

答
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
庁
舎
内

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
利
用
も
増

加
し
て
い
る
た
め
７
年
度
は
月

１
回
に
、
８
年
度
か
ら
は
窓
口

延
長
業
務
を
廃
止
す
る
予
定
で

あ
る
。

問
　
新
た
に
実
施
す
る
水
道
管

漏
水
調
査
の
概
要
は
。

｠

答
　
宮
城
県
内
と
福
島
県
内
の

10
市
町
村
で
共
同
発
注
し
実
施

す
る
も
の
で
、
具
体
的
調
査
は

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
進
め
る
。

　
村
内
全
域
の
水
道
管
延
長
１

２
７
㎞
を
衛
星
で
撮
影
し
調
査

す
る
も
の
で
、
費
用
の
２
分
の

１
は
国
補
助
金
で
あ
る
。
　

問
　
子
育
て
支
援
の
新
規
事
業

だ
が
、
詳
細
は
。

｠

答
　
申
請
時
期
は
①
婚
姻
届
提

出
時
②
妊
娠
を
希
望
す
る
18
歳

か
ら
43
歳
の
女
性
③
母
子
手
帳

交
付
時
に
申
請
を
し
て
も
ら
い
、

１
年
分
の
葉
酸
サ
プ
リ
を
配
布

す
る
。

総 括 質 疑
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（ｓｃ
）

補
助
金
は
積
上
げ
積
算
で

佐
野

　英
俊 

委
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

窓
口
延
長
業
務

水
道
漏
水
調
査

葉
酸
サ
プ
リ
配
布

答 問

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

（７） おおひら議会だより 第204号（令和７年４月24日）
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任　期 ４年（令和７年４月１日～令和11年３月31日）

任　期 ３年（令和７年７月１日～令和10年６月30日）

選任
同意

条例
改正

副村長の選任副村長の選任

諮問 人権擁護委員候補者の推薦に適任と答申人権擁護委員候補者の推薦に適任と答申

議員報酬及び特別職給料の改定議員報酬及び特別職給料の改定
（令和７年４月１日から施行）

鹿　野　　浩 氏
　か　　の　　　ひろし

加藤恵美子 氏
　か　とう　え　み　こ

中川　和弘 氏
なかがわ　　かずひろ

３月定例会

議　長 ･･･ 306,000円  315,000円

副議長 ･･･ 249,000円 ➡ 256,300円

議　員 ･･･ 234,000円  240,900円

議員報酬

村　長 ･･･ 763,000円  785,000円

副村長 ･･･ 587,000円 ➡ 604,000円

教育長 ･･･ 502,000円  516,500円

特別職給料

賛成10 反対1
採決結果

おおひら議会だより （８）第204号（令和７年４月24日）



整備が完了したキャンプ場トイレ・洗い場

問
　
現
在
ト
イ
レ
整
備
工
事
を

進
め
て
い
る
が
、
予
算
を
増
額

す
る
理
由
は
。

｠

答
　
付
帯
工
事
と
し
て
水
回
り

周
辺
の
舗
装
工
事
と
大
き
め
の

シ
ン
ク
を
１
つ
追
加
す
る
。

問
　
予
算
を
減
額
し
た
理
由
は
。

｠

答
　
自
己
負
担
が
３
千
円
あ
る

こ
と
な
ど
で
、
予
防
接
種
率
が

大
幅
減
少
し
た
の
で
、
減
額
を

し
た
。

問
　
不
妊
治
療
助
成
費
と
し
て

当
初
予
算
で
１
５
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
１
２
８
万
円

減
額
し
た
理
由
は
。

｠

答
　
不
妊
検
査
助
成
が
１
件
だ

け
で
、
不
妊
治
療
の
申
請
は
無

か
っ
た
た
め
。
相
談
は
数
件
あ

っ
た
が
、
申
請
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

問
　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
は
ど
の
よ
う
に
運

用
さ
れ
る
の
か
。
　

｠

答
　
主
に
学
校
給
食
無
償
化
に

４
０
０
０
万
円
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
費
と
し
て
４
６
１

８
万
円
を
基
金
積
立
金
と
す
る
。

◎歳出
　学校給食センター運営基金積立 ･････8,618万円
　子育て医療費助成基金積立 ･････････1,500万円
　クリエートパークキャンプ場 ････････ 222万円
　企業立地促進奨励金 ･････････ △1億2,884万円

◎歳入
　村税 ････････････････････ 1,320万円
　特定防衛施設整備調整交付金･･･ 8,960万円
　基金繰入金 ･････････△2億4,564万円

補正の主なもの

補正
予算

半導体企業進出の白紙撤回により

企業立地奨励金を大幅減額
半導体企業進出の白紙撤回により

企業立地奨励金を大幅減額

キ
ャ
ン
プ
場
付
帯
工
事

新
型
コ
ロ
ナ
接
種
率

不
妊
治
療
費

防
衛
調
整
交
付
金

答 問

答 問

答 問答 問

（９） おおひら議会だより 第204号（令和７年４月24日）



同意第　1号　副村長の選任

議案第10号　職員の給与に関する条例等の一部改正

議案第14号　 大衡村企業立地促進条例の一部改正

議案第　7号　職員の育児休業等に関する条例の一部改正

諮問第　1号　人権擁護委員候補者の推薦

諮問第　2号　人権擁護委員候補者の推薦

議案第　2号　刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定

議案第　4号　職員の分限に関する手続及び効果に関する条
例の一部改正

議案第　5号　 職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一
部改正

議案第　6号　 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
改正

議案第　8号　 議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正

議案第15号　 大衡村下水道事業の設置等に関する条例の一
部改正

議案第16号　大衡村水道事業の設置等に関する条例の一部
改正

議案第　9号　 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部改正

議案第11号　 大衡村長等の損害賠償責任の一部免責に関す
る条例の一部改正

議案第17号　 令和６年度大衡村一般会計予算の補正

議案第21号　令和６年度大衡村水道事業会計予算の補正

議案第27号　令和７年度大衡村水道事業会計予算

議案第28号　 令和７年度大衡村下水道事業会計予算

議案第22号　令和６年度大衡村下水道事業会計予算の補正

議案第23号　 令和７年度大衡村一般会計予算

議案第18号　令和６年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正

議案第19号　令和６年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正

議案第24号　 令和７年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算

議案第25号　令和７年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算

議案第26号　令和７年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算

発議第　1号　 大衡村議会の個人情報の保護に関する条例の
一部改正

 吉田川流域溜池大和町外３市３ケ町村組合議
会議員の選挙

宮城県後期高齢者医療広域連合議会議員の選
挙

議案第20号　令和６年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算の補正

議案第12号　大衡村家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

議案第　3号　行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部改正

議案第13号　大衡村指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正

令和７年３月定例会提出議案　31件令和７年３月定例会提出議案　31件

○賛成　×反対　議長（髙橋浩之）は採決に加わらない。◇採決状況◇

議決結果

（賛成:反対）

同意第１号  

諮問第１号～第２号  

議案第２号～第28号  

発議第１号  

可決（10:1）

可決（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

髙
橋

　浩
之

石
川

　
　敏

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

細
川

　運
一

文
屋

　裕
男

赤
間
し
づ
江

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也

鈴
木

　和
信

早
坂

　美
華

山
本

　信
悟

議　　　　案

無記名投票

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

おおひら議会だより （10）第204号（令和７年４月24日）



議案第60号～第67号

議案第68号～第74号

議案第75号～第80号

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表
鈴　木　和　信
・今後の農業振興をどう考えるのか
・集会所維持管理費補助金の上限額の引き上げを
・有形文化財修繕費の補助金交付の見直しを

文　屋　裕　男
・企業誘致の現況と物流について問う
・大衡村の未来の農業をどの様に見ているか

細　川　運　一
・デマンド型交通の本格運行について

赤　間　しづ江
・郷土の伝統文化をどう継承していくか

山　本　信　悟
・空き家周辺の環境整備について

遠　藤　昌　一
・浄化槽利用料金算定基準について
・子ども議会など、若い世代の声を政策に反映する計画があるか

皆さんが選んだ議員がどのような質
問・発言をしているのか、村の執行
部がどのような施策を考えているの
か、是非議場で傍聴してみませんか。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

６月３日（火）
次の定例会は

からの予定です

次の定例会は

からの予定です

議会を

傍聴してみませんか

6名の議員が村政を問う

一般
質問

（11） おおひら議会だより 第204号（令和７年４月24日）



修繕が必要な須岐神社

　
　
平
成
25
年
要
綱
制
定
時
と

比
べ
、
施
工
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
。
３
分
の
２
補
助
か
限
度

額
１
５
０
万
円
で
は
３
０
０
万

円
以
上
の
工
事
費
で
は
地
元
負

担
が
補
助
金
を
上
回
る
た
め
、

　
　
農
地
を
荒
ら
す
の
で
は
な

く
、
家
庭
菜
園
や
会
社
の
農
園

な
ど
作
れ
る
人
に
作
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
で
、
相
談
が
あ
れ
ば
関
係
各

所
に
情
報
提
供
を
求
め
て
い
き

た
い
。

　
　
須
岐
神
社
は
１
０
０
０
年

以
上
の
歴
史
あ
る
有
形
文
化
財

で
あ
り
、
管
理
・
修
繕
補
助
は

文
化
財
保
護
条
例
に
明
記
し
て

あ
る
が
、
他
自
治
体
と
同
様
な

管
理
・
修
繕
補
助
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
ま
だ
補
助
金
交
付
要

綱
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、
早

急
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
出
し
手
農
家
は
多
い
が
受

け
手
農
家
が
い
な
い
状
況
で
は

当
然
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

が
増
え
る
と
思
う
が
、
ど
う
改

善
策
を
考
え
る
の
か
。

　
　
　
担
い
手
農
家
に
支
援
や

補
助
を
は
じ
め
、
農
地
環
境
整

備
へ
の
助
成
を
さ
ら
に
実
施
す

る
。

　
　
個
別
経
営
か
ら
集
落
農
業

と
変
化
し
て
い
る
が
意
向
調
査

か
ら
地
域
計
画
は
ど
の
よ
う
に

練
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
各
地
区
に
お
い
て
協
議

の
場
を
設
け
て
い
る
。
縦
覧
期

間
を
経
て
３
月
末
に
公
表
す
る

予
定
。

現
状
に
合
っ
た
補
助
金
交
付
の

検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
施
工

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、

実
情
を
考
慮
し
て
限
度
額
を
早

急
に
見
直
し
た
い
。

一般質問村政を問う

鈴木　和信 議員

伴走型の農業支援を考える
今後の農業振興をどう考えるか

村
長

問

問 問村
長

地
域
計
画
の
進
捗
状
況

農
地
維
持
管
理

問村
長

問村
長 担

い
手
不
足
・
高
齢
化
対
策

文
化
財
修
繕
費
補
助
金
の
見
直
し
を

早
急
に
交
付
要
綱
を
定
め
る

集
会
所
管
理
費
補
助
金
の
引
き
上
げ
を

資
材
高
騰
を
考
慮
し
て
見
直
す

教
育
長

おおひら議会だより （12）第204号（令和７年４月24日）



県とともに誘致を進める工業団地

問
　
過
去
５
年
間
の
農
業
後
継

者
の
推
移
は
。

　
　
　
就
農
者
全
体
は
把
握
し

て
い
な
い
。
認
定
農
業
者
に
限

っ
て
は
12
名
増
え
、
10
名
減
っ

て
、
全
体
で
44
名
で
あ
る
。

問
　
県
の
半
導
体
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
内
容
を
う
け
て
、
村
で
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
県
か
ら
は
、
半
導
体
関

連
産
業
の
誘
致
、
集
積
が
重
要

で
、
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て

い
く
と
の
話
を
受
け
て
い
る
。

村
で
は
関
係
各
所
へ
の
職
員
の

派
遣
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
県
で
は
大
規
模
産
業
用
地

を
整
備
し
て
い
る
が
、
松
の
平

３
丁
目
な
ど
大
規
模
用
地
へ
の

動
き
は
あ
る
か
。

　
　
　
県
及
び
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
正
式
な
話
は
な
い
。

　
　
減
反
、
ま
た
は
自
己
保
全

管
理
を
し
て
い
る
農
地
を
農
振

地
域
か
ら
除
外
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　
今
後
、
保
全
が
難
し
い

農
地
は
、
一
筆
地
調
査
を
県
と

協
議
し
て
進
め
、
判
断
し
て
い

く
。

　
　
異
常
気
象
の
中
で
の
稲
作

を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　
　
　
県
で
は
直
播
及
び
高
温

耐
性
の
「
つ
や
姫
」
を
推
奨
し

て
い
る
。

　
　「
マ
イ
コ
ス
米
」
は
種
籾

に
マ
イ
コ
ス
菌
を
ま
ぶ
し
て
播

種
し
、
根
は
太
く
長
く
地
下
に

潜
っ
て
い
く
た
め
、
地
下
水
を

吸
っ
て
育
つ
稲
で
、
認
定
農
業

者
へ
勧
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
村
に
適
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
先
進
地
視
察
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
大
衡
の
農
業

を
考
え
て
い
く
。

　
　
河
原
・
座
府
地
区
開
発
計

画
の
工
業
用
地
の
中
に
物
流
用

地
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
整
備
は
考
え
て
い
な
い

が
、
物
流
会
社
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
、
開
発
可
能
性
用
地
の
問

い
合
わ
せ
は
あ
る
。

　
沿
道
商
業
サ
ー
ビ
ス
地
区
、

工
業
流
通
地
区
を
定
め
、
区
域

で
の
物
流
業
で
倉
庫
の
建
築
が

可
能
な
案
を
県
と
協
議
し
て
い

る
。

村
の
未
来
の
農
業
は

村
に
適
し
た
農
業
を
考
え
る

文屋　裕男 議員

一般質問 村政を問う

県との協力を継続し積極的に進める
企業誘致と物流について

問

問

問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

問

村
長

問問 村
長

村
長

（13） おおひら議会だより 第204号（令和７年４月24日）



スタートしたデマンド交通「のらいん」

問
　
本
格
運
行
に
伴
い
業
者
に

委
託
を
し
て
、
固
定
ダ
イ
ヤ
型

か
ら
随
時
運
行
に
な
る
。
運
行

経
費
の
昨
年
度
決
算
額
と
本
格

運
行
の
予
算
額
は
。

　
　
　
令
和
５
年
度
決
算
額
は

１
２
３
０
万
円
で
、
令
和
７
年

度
予
算
額
は
３
７
８
０
万
円
に

な
る
。

　
　
県
内
で
29
市
町
が
住
民
バ

ス
、
24
市
町
村
が
デ
マ
ン
ド
型

の
地
域
公
共
交
通
を
導
入
し
て

い
る
が
、
無
償
で
運
行
し
て
い

る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

　　
　
　
登
米
市
で
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
空
き
時
間
を
活
用
し
て
い

る
事
例
が
一
件
あ
る
。

　
　
大
衡
村
の
よ
う
に
道
路
運

送
法
を
適
用
し
な
い
で
地
域
公

共
交
通
を
運
行
し
て
い
る
自
治

体
は
あ
る
の
か
。

　　
　
　
白
石
市
で
地
区
住
民
が

ド
ラ
イ
バ
ー
を
務
め
、
市
が
補

助
し
て
い
る
地
域
交
通
が
あ
る
。

　
　
運
送
計
画
自
動
生
成
機
能

を
持
つ
Ａ
Ｉ
型
の
輸
送
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
理
由
は
。

　
　
　
利
用
者
の
待
機
時
間
が

短
縮
さ
れ
乗
り
合
い
率
を
向
上

で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
現
在
の
時
刻
表
を
撤
廃
し
、

柔
軟
な
運
行
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
判

断
し
た
。

　
　
す
べ
て
の
高
校
生
を
対
象

に
し
て
自
宅
と
指
定
乗
降
場
所

の
間
を
無
償
で
送
迎
す
る
画
期

的
な
通
学
支
援
を
行
う
理
由
は
。

　
　
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
高

校
生
の
通
学
手
段
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
と
議
会
か
ら
意
見
を

い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
検

討
を
重
ね
て
き
た
。

　
　
高
校
生
以
上
の
利
用
と
な

っ
て
い
る
が
、
小
中
学
生
は
保

護
者
と
同
伴
し
て
も
利
用
で
き

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
運

行
要
綱
も
定
め
る
の
で
、
柔
軟

に
対
応
で
き
る
と
判
断
し
て
い

る
。

　
　
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
は
自
治
体
の
努
力
義
務
と
な

っ
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
型
交
通

の
本
格
運
行
と
い
う
大
き
な
決

断
を
し
た
段
階
で
計
画
の
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
は
、
各
自
治
体
で
実
情
が
違

う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

が
あ
る
と
思
う
。

一般質問村政を問う

企
画
財
政
課
長

利用者が使いやすい公共交通に
デマンド型交通の本格運行は

問問 村
長

村
長

問問

問

問村
長

村
長

村
長

村
長

問

 細川　運一 議員
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昭和13年頃の大瓜神楽継承者

　
　
お
お
ひ
ら
万
葉
お
ど
り
の

現
状
と
課
題
は
。

　
　
　
　
万
葉
お
ど
り
は
、
盛

岡
の
「
黒
川
さ
ん
さ
」
と
「
大

瓜
神
楽
」
の
動
き
を
取
り
入
れ

て
考
案
さ
れ
平
成
９
年
に
誕
生

し
た
。
　

　
現
在
、
お
ど
り
愛
好
者
「
き

き
ょ
う
会
」
が
中
心
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
出
演
や
練
習
会
で
の

指
導
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
以
降
、

踊
り
手
と
お
囃
子
の
後
継
者
不

足
が
課
題
で
あ
る
。

　「
万
葉
お
ど
り
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
再
開
や
練
習
会
へ
の
参

加
を
広
く
呼
び
か
け
伝
承
と
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
村
民
憲
章
と
村
民
歌
を
、

日
常
的
に
目
に
触
れ
歌
い
継
が

れ
る
よ
う
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
村
民
憲
章
は
昭
和
48
年

に
、
村
民
歌
は
昭
和
43
年
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
村

主
催
の
式
典
な
ど
で
朗
唱
し
斉

唱
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
広
報
や
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
で
周

知
を
図
る
ほ
か
、
村
民
歌
は
防

災
無
線
で
の
放
送
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ひ
ら

麻
呂
」
に
も
あ
し
ら
わ
れ
て
い

る
村
花
「
キ
キ
ョ
ウ
」
を
庭
先

に
植
え
た
い
花
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、

推
進
す
る
考
え
は
。

　
　
　
す
ば
ら
し
い
大
衡
を
創

る
協
議
会
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
と
共
催
し
、
行
政
区
と
の

協
力
の
下
、
苗
数
を
増
や
す
な

ど
推
進
し
て
い
く
。

　
大
衡
村
に
は
先
人
が
残
し
継

承
し
て
き
た
誇
れ
る
文
化
が
あ

る
。
そ
れ
を
守
り
伝
承
す
る
方

策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
村
唯
一
の
無
形
文
化

財
「
大
瓜
神
楽
」
の
現
状
と
課

題
、
継
承
の
方
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
　
村
の
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
大
瓜
神
楽
は
、
神

楽
保
存
会
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

て
き
た
。
会
員
の
高
齢
化
や
地

域
内
の
後
継
者
が
い
な
い
た
め
、

現
在
は
活
動
休
止
中
で
後
継
者

の
発
掘
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

　
広
報
、
Ｈ
Ｐ
活
用
の
ほ
か
、

小
中
学
校
、
各
地
区
催
事
で
の

披
露
を
通
じ
て
課
題
解
決
に
向

け
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

赤間　しづ江 議員

教
育
長

一般質問 村政を問う

伝承できるよう支援する
郷土の伝統文化をどう継承していくか

村
長

教
育
長

村
長

問

村
民
憲
章
・
村
民
歌

問

村
花
植
栽
運
動

万
葉
お
ど
り

問問大
瓜
神
楽
の
継
承
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空き家バンクに登録されている住宅

問
　
現
在
の
空
き
家
件
数
と
空

き
家
バ
ン
ク
の
状
況
は
。

　村
長
　
昨
年
、
行
政
区
長
の
協

力
で
調
査
結
果
、
村
全
体
で
61

件
と
な
っ
て
い
る
。
空
き
家
バ

ン
ク
に
５
件
登
録
で
内
２
件
が

成
約
と
な
っ
た
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録
者

数
が
14
名
と
倍
増
と
な
っ
た
。

問
　
14
名
の
中
で
空
き
家
に
住

も
う
と
考
え
て
い
る
方
は
い
る

の
か
。

　企
画
財
政
課
長
　
村
内
外
か
ら

声
も
あ
り
、
条
件
が
整
え
ば
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
行
い
、

利
用
登
録
者
へ
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
て
い
く
。

問
　
区
長
を
通
じ
て
空
き
家
情

報
調
査
を
行
っ
た
結
果
と
納
税

の
実
態
は
。

村
長
　
課
税
情
報
を
基
に
43
名

に
対
し
今
後
の
活
用
方
針
に
つ

い
て
実
施
し
、
23
名
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。

税
務
課
長
　
課
税
物
件
で
、
相

続
人
が
存
在
し
な
い
、
全
員
相

続
放
棄
を
し
て
い
る
案
件
が
６

件
で
、
送
付
で
き
な
い
た
め
未

納
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
新
た
に
設
置
す
る
空
き
家

対
策
協
議
会
の
内
容
は
。

｠
企
画
財
政
課
長
　
協
議
会
で
は

倒
壊
等
に
関
す
る
事
項
、
生
活

環
境
の
保
全
や
景
観
を
損
な
っ

て
い
る
状
態
を
特
定
空
き
家
に

該
当
す
る
か
の
判
断
を
行
う
。

問
　
空
き
家
家
財
片
付
け
支
援
、

解
体
支
援
の
実
績
と
補
助
制
度

の
有
効
利
用
へ
の
進
め
は
。

｠

企
画
財
政
課
長
　
申
請
実
績
は

な
い
。
補
助
制
度
の
周
知
を
行

っ
て
い
く
。

問
　
所
有
者
が
管
理
で
き
な
い

荒
廃
し
た
空
き
家
や
土
地
を
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の

か
。

｠

企
画
財
政
課
長
　
空
き
家
は
個

人
の
財
産
で
あ
り
、
所
有
者
に

対
し
空
き
家
条
例
に
基
づ
き
適

切
な
管
理
を
指
導
し
て
い
く
。

一般質問村政を問う

所有者へ適正な管理を促す
空き家周辺の環境整備の考えは

山本　信悟 議員

村
長

問空
き
家
バ
ン
ク

村
長

税
務
課
長

問空
き
家
調
査

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

問

問

空
き
家
対
策
協
議
会

企
画
財
政
課
長

問

企
画
財
政
課
長

問

支
援
事
業
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浄化槽の保守点検作業

問
　
浄
化
槽
利
用
料
金
は
下
水

道
使
用
料
金
と
比
較
し
高
い
と

の
声
も
あ
る
が
、
実
態
は
。

村
長
　
浄
化
槽
は
使
用
水
量
に

か
か
わ
ら
ず
定
額
料
金
で
、
５

人
槽
で
は
月
額
３
５
０
０
円
に

対
し
、
下
水
量
30
㎥
で
比
較
す

る
と
下
水
道
料
金
が
月
額
３
４

６
０
円
で
あ
り
、
浄
化
槽
の
方

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

問
　
利
用
料
金
の
算
定
基
準
は

村
独
自
な
の
か
、
近
隣
自
治
体

を
参
考
に
し
た
の
か
。

村
長
　
料
金
算
定
は
定
額
制
の

自
治
体
を
参
考
に
、
個
人
管
理

費
用
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る

よ
う
設
定
し
た
。

問
　※

ブ
ロ
ワ
の
電
気
料
は
５

人
槽
で
年
間
約
１
２
０
０
０
円

か
か
る
の
で
、
利
用
料
金
か
ら

減
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長
　
下
水
道
と
比
べ
浄
化
槽

の
費
用
負
担
が
大
き
い
の
で
、

料
金
に
つ
い
て
は
様
々
な
点
を

勘
案
し
、
住
民
の
理
解
に
努
め

た
い
。

問
　
設
置
当
初
10
人
槽
で
も
、

世
帯
人
数
が
減
少
し
て
い
る
。

現
状
に
応
じ
た
ブ
ロ
ワ
と
す
る

こ
と
で
、
電
気
料
の
軽
減
が
図

ら
れ
る
と
思
う
が
。

村
長
　
ブ
ロ
ワ
を
小
さ
く
す
る

こ
と
は
、
浄
化
槽
の
処
理
能
力

が
低
下
す
る
。
電
気
料
の
負
担

が
困
難
な
方
々
へ
の
対
応
は
検

討
し
た
い
。

問
　
他
自
治
体
で
は
若
い
世
代

が
自
治
体
へ
政
策
提
言
や
村
長

へ
の
意
見
を
述
べ
た
り
す
る

「
子
ど
も
議
会
」
を
行
っ
て
い

る
が
、
村
で
は
計
画
は
あ
る
か
。

村
長
　
小
学
校
の
授
業
で
村
の

未
来
を
考
え
る
発
表
が
あ
り
、

大
人
よ
り
も
柔
軟
な
意
見
が
あ

っ
た
。

　
学
校
の
協
力
も
不
可
欠
だ
が
、

子
ど
も
議
会
は
是
非
や
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
村
長
に
就
任
し
て
か
ら

「
村
長
へ
の
手
紙
」
の
差
出
人

数
は
。

村
長
　
い
ま
ま
で
30
通
あ
り
、

10
代
以
下
は
４
通
あ
っ
た
。
内

容
は
「
唯
一
の
村
を
大
切
に
」

や
「
自
然
を
大
事
に
」
と
い
っ

た
も
の
で
、
ぜ
ひ
実
現
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
く
。

一般質問 村政を問う

遠藤　昌一 議員

問 問村
長

村
長

問村
長

問村
長

問

問

村
長

村
長

個人負担の軽減に努める
合併処理浄化槽料金の実態は

若
い
世
代
の
声
を
政
策
に

実
現
し
て
い
き
た
い

※

ブ
ロ
ワ

浄
化
槽
の
汚
水
を
き
れ
い

に
す
る
微
生
物
の
た
め
、

空
気
を
送
り
出
す
装
置
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衡上ひなたぼっこの会の活動

ペットボトル減容施設

２年間のモデル事業で、衡上地区の高齢者
が保健師の健康小話と理学療法士の運動指導
を受けている。高齢者の心身の多様な課題に
さらに対応していただきたい。

任意接種であるものの接種率が低い。重症化を防ぐため、イ
ンフルエンザ流行前に予防接種のお願いや助成内容をお知らせ
してみてはどうか。

リチウムイオン電池が原因と思われる火災が粗大ごみ処理施設でこ
れまで２回発生している。リチウムイオン電池の分別と出し方につい
て周知徹底されたい。

◎調査目的：フレイル（心身能力の衰え）予防の取り組み

◎調査目的：インフルエンザ接種状況

対象者
●生後６か月から13歳未満
　➡２回接種／676名
●13歳以上から高校３年生相当
　➡１回接種／277名

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

調査年月日：令和７年２月12日・13日

総務民生Report 村の課題を

チェック
レポート

子どもの予防接種事業

◆調査結果意見

◆調査結果意見

黒川地域環境管理センター（現地調査）

◆調査結果意見

衡上ひなたぼっこの会
月１回
19名

団体名
回　数
人　数

ごみ焼却施設
平成30年３月
50t/24h

粗大ごみ処理施設
平成９年４月
20t/5h

施 設 名
共用開始
処理能力

ペットボトル減容施設
令和３年４月
1.5t/5h

生ワクチン 不活化ワクチン
（１回目）

不活化ワクチン
（２回目）

10名 307名
29%

158名接 種 者 数
接　種　率

概要

実績（12月末接種まで）

施設概要
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現在の処理施設

大瓜貴船神社祭典での奉納

漏水箇所復旧工事

今後の運用
・自然浄化作用を活用したパッシブトリートメント方法で
も検討委員会で対応可能と判断。
今後の予定
・令和７年度実施用地の取得。
・令和８年４月より実証実験を行う。

◎調査目的：経費のかからない排水処理検討

◎調査目的：水道の有収率の向上を図る

◎調査目的：伝統芸能の保存継承

沈殿物処理の検討が必要と考える。

概要
　・明治10年頃岩手県南部郡南部村より神楽師匠
を招き、大瓜地区に伝承している。昭和41年に
大瓜神楽保存会を結成した。若い後継者がいない
状況で保存継承が困難。
今後の対応
　・村指定文化財として後継者の発掘育成。
　・小中学校、各催事での披露発表などの取り組み。

村無形民俗文化財であるため古くから伝承してき
ている大瓜神楽の灯を消さないよう伝承者の発掘に
努められたい。

事業概要
・人工衛星による広範囲の漏水個所を検出するもの。
・宮城県５事業者、福島県５事業者の計10事業者
で２月10日基本協定締結式を行う。 

有収率が令和５年度78％であり、22％が漏水し
ているので改善されたい。

調査年月日：令和７年２月18日

産業教育 Reportレポート委員会
上北沢排水処理施設の整備

衛星による漏水調査

◆調査結果意見

大瓜神楽の現状と課題

◆調査結果意見

◆調査結果意見
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　私
の
将
来
の
夢
は
弁
護
士
で
す
。

そ
う
思
っ
た
理
由
は
、
助
け
が
必

要
な
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る

人
に
な
り
た
い
か
ら
で
す
。
わ
た

し
は
前
か
ら
、
助
け
る
と
い
う
よ

り
も
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で
し
た
。

春
に
芽
吹
い
た
葉
が
青
々

と
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

新
入
生
も
学
校
生
活
に
慣

れ
始
め
、
大
き
な
声
で
挨
拶

し
て
く
れ
る
姿
に
元
気
を

貰
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

の
よ
う
に
元
気
に
議
員
活
動

し
て
い
き
ま
す
。小

川

　克
也

４
月
９
日
に
大
衡
小
学
校

の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
42
名

の
新
１
年
生
が
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
に
登
校
し
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
を
い
つ
も
拝
見
し
て

お
り
ま
す
。

　
議
員
の
中
に
は
、
私
的
な
質
問

を
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
国
会
の
中
で
も

お
金
（
税
金
）
の
使
い
方
等
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
厳
し

い
声
を
耳
に
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
大
衡
村
に
お
い
て
も
同
じ
で

す
。
生
活
困
窮
の
中
、
少
し
も
無

未
入
稿

駄
な
使
い
方
は
し
て
ほ
し
く
な
い

の
で
す
。
議
員
報
酬
も
税
金
で
す

の
で
、
村
政
発
展
、
村
民
の
暮
ら

し
を
一
番
に
思
い
、
仕
事
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
議
会
全
員
協
議
会
、
そ
れ
ぞ
れ

の
常
任
委
員
会
が
あ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
質
問
、
質
疑
を
議

会
広
報
へ
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
議
員
の
議
員
活
動
が
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

皆さんの声を議会広報に（広報編集会議）

あ
と
が
き

表
紙
写
真

大衡小学校　６年

佐々木結香　さん
　さ　さ　き　ゆい　か

みんなの

そ
れ
に
気
付
き
、
わ
た
し
も
助
け

る
側
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

困
っ
た
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
る

な
ど
、
日
常
で
も
助
け
て
ほ
し
い

人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
大
人
に
な
っ
て
も

少
し
ず
つ
法
律
の
勉
強
や
相
手
が

話
し
や
す
い
接
し
方
な
ど
を
学
ん

で
、
一
人
前
の
弁
護
士
に
な
れ
る

よ
う
に
、
少
し
ず
つ
夢
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
夢

パ
ン
料
理
店
を
持
つ

大
内
あ
け
み

大
内
あ
け
み
さ
ん
さ
ん

お
お
う
ち
　
　
　
　
　
　

お
お
う
ち
　
　
　
　
　
　

村
民
の
暮
ら
し
を思

っ
て

　私
の
将
来
の
夢
は
、
パ
ン
を
中

心
と
し
た
お
料
理
の
自
分
の
店
を

持
つ
こ
と
で
す
。

　そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
作
り
で
す
。
最
初

は
、
納
得
の
い
く
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

が
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

試
行
錯
誤
し
て
何
度
も
作
り
直
す

う
ち
に
納
得
の
い
く
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
作
り
を
通
し
て
、
私
は

料
理
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
沢
山
経
験
を
積

み
、
色
々
な
資
格
を
取
っ
て
、
夢

に
近
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

大衡中学校　３年

柿崎　陽菜　さん

かきざき　　　ひ　な

お
お
ひ
ら
 議
会
だ
よ
り

№
204　

2025
年
４
月
24日

発
行

〒
9
81－3

6
9
2
　
宮
城
県
黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
平
林
6
2

℡
0
2
2
－3
4
5
－6
0
3
0
　
ＦＡＸ0
2
2
－3
41－2
4
4
5（
年
4
回
発
行
）

E
－
m
a
il　
g
ik
a
i@
v
illa
g
e
.o
h
ira
.m
iy
a
g
i.jp

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.village.ohira.m

iyagi.jp/site/gikai/

衡
中

大
衡
村
議
会

　広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

広
報
分
科
会

会

　
　長

副
会
長

委

　
　員
〃

　

〃

　

発
行
責
任
者

議

　
　長

赤
間
し
づ
江

石
川

　
　敏

小
川

　克
也

鈴
木

　和
信

早
坂

　美
華

山
本

　信
悟

髙
橋

　浩
之

わ
た
し
の

夢

おおひら議会だより （20）
再生紙を使用しています

第204号（令和７年４月24日）


